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From プラネット Vol.148                                            ＜習い事に関する意識調査＞ 

 

 

 

 国内1,400社超が利用する日用品流通の情報基盤を運営する株式会社プラネット （所在地：東京都港区、代表取締役

社長：田上正勝）は消費財や暮らしにまつわるトピックスをお届けする 『Fromプラネット』 の第148号として、習い事に関

する意識調査の結果をご紹介します。未掲載のデータもご提供できますのでお気軽にお問い合わせください。 

 

■ 習い事をやっている○割、始めるつもり△割。多い？少ない？ 
新型コロナウイルスで、外出自粛をした人が多かった 2020 年。増えた在宅時間を使って、何かを学ぼう。そう思っ

た人はどれくらいいるでしょうか。まず、「あなたは、現在習い事をしていますか。」を聞きました。(図表 1）現在の習

い事状況については､「現在習い事をしている」は 10.3％､「現在は習い事をしていないが、これから始めるつもりであ

る」(10.9％)を合計すると 21.2％という結果が出ました。 

 男女別に見ると、男性が合計で

17.6％、女性が合計で 24.9％と女

性の方が習い事に積極的な傾向

が見られました。年代別で見ると、

男性は 30代が 29.7％と突出した値

を示しています。女性は 70 代以上

が 29.7％、60 代が 28.3％と続きま

す。 

次項目の図表 2（「これから習い事

を始めようと思っている理由をお聞

かせください。」）と照らし合わせて

みると、男性・30 代は「仕事に必要

なため」が 31.3％「スキルアップ、自

分みがきのため」が 81.3%「将来の

転職などに備えるため」が 31.3％

と、実務志向な理由を挙げていま

すが、女性 70 代以上では「毎日の

生活を充実させるため」が 57.1％と

ダントツの理由となっています。全

体的に「息抜き、ストレス解消」「毎

日の生活を充実させるため」という項目が伸びています。コロナ流行下での時間を学びによって解消しようとする現

代人のライフスタイルが見てとれます。 

■これからチャレンジする理由は？ 
これから習い事を始めようと思っていると回答した方に、その理由を聞いたのが、次項目の図表 2、3 です。習い事

を始めようと思っている理由について最も高いのは､「スキルアップ、自分磨きのため」(51.9％)でした。次いで「新し

いことを始めたくなったため」(39.4％)､「息抜き、ストレス解消のため」(36.8％)､「毎日の生活を充実させるため」

(35.0％)と続きます。 

性年代別でみると､男性・60 代は「健康管理のため」の割合が全体よりも高く出ています。性別で比較してみても、

男性が「仕事で必要なため」が 11.5 ポイント、「コロナで自由な時間が増えたため」が 5.9 ポイント女性を上回ってい

ますが、他の項目ではそれほど差が見られないことが特徴的です。これは、習い事＝勉強、資格という従来の価値

観から、スポーツ、カルチャーへと広がりを見せている現代の傾向かもしれません。 

三人に一人が習っていたのは、あの習い事 
～習い事の調査・現在、過去、未来～ 
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図表１．「あなたは、現在習い事をしていますか。」
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■大人の習い事ベスト 10を比べてみると・・ 
次に、「あなたが過去 2年間のうちで、対面型（オフライン）、オンラインで経験したことのある習い事を教えて

ください。」を聞きました。（図表 4、図表 5） 

経験したことのある習い事【 対面型（オフライン） 】について最も高いのは､「スポーツ、フィットネスなど運動系」

(10.2％)でした。次いで「語学学習」(4.0％)､「ピアノ、ギターなど楽器系」(3.4％)､「パソコン、エクセルなど IT 系」

(3.3％)と続いています。一方で、経験したことのある習い事【 オンライン 】について最も高いのは､「スポーツ、フィッ

トネスなど運動系」(3.6％)と、割合に差はありますが、対面型と同様に人気の習い事となっています。次いで「パソコ

ン、エクセルなど IT 系」(3.1％)､「語学学習」(3.0％)､「宅建など法律系資格取得」(1.1％)と続いています。どちらもス

ポーツ、運動系が 1 位になっていますが、対面型の方が 6.6 ポイント高く、施設使用も含めた「学びの場」が大切な

のかもしれません。 

また、対面型は、絵画や音楽などのカルチャー系が多く、オンラインは資格取得などの学習系が多い傾向が見てと

れます。参加型で身につく趣味はオフライン、知識取得はオンラインと学びの棲み分け傾向が出てきていることが分

かります。 

図表4．「オフライン（対面）で経験し
たことのある習い事を教えて下さい。」
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図表5．「オンラインで経験したことのあ
る習い事を教えて下さい。」
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図表2. これから習い事を始めようと思っている理由をお聞かせください。

全体 仕事で必
要なため

スキルアッ
プ、自分磨
きのため

新しいこと
を始めたく
なったため

息抜き、ス
トレス解
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将来の転
職などに備
えるため

健康管理
のため

毎日の生
活を充実
させるため

コロナで自
由な時間が
増えたため

家族・友人・知
人に誘われた、
またはオススメさ
れたため

新たな出
会いがある
ため

その他

全体 437 11.2 51.9 39.4 36.8 10.3 16.5 35.0 4.8 2.3 8.9 0.5
男性 201 17.4 51.2 40.3 36.3 11.4 16.9 34.3 8.0 2.5 9.5 0.5
女性 236 5.9 52.5 38.6 37.3 9.3 16.1 35.6 2.1 2.1 8.5 0.4
20代 30 13.3 66.7 46.7 23.3 23.3 10.0 13.3 10.0 6.7 3.3 0.0
30代 58 17.2 60.3 41.4 36.2 17.2 3.4 25.9 1.7 0.0 5.2 0.0
40代 126 11.9 59.5 34.1 32.5 9.5 11.1 30.2 4.0 3.2 4.8 0.0
50代 124 9.7 46.8 39.5 37.9 8.1 16.1 39.5 3.2 0.8 13.7 0.8
60代 78 9.0 38.5 44.9 44.9 6.4 32.1 47.4 6.4 3.8 10.3 0.0
70代以上 21 4.8 42.9 33.3 47.6 4.8 38.1 47.6 14.3 0.0 19.0 4.8
男性・20代 17 23.5 70.6 41.2 23.5 29.4 11.8 17.6 17.6 5.9 5.9 0.0
男性・30代 16 31.3 81.3 50.0 18.8 31.3 6.3 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0
男性・40代 43 23.3 55.8 32.6 30.2 9.3 2.3 25.6 4.7 4.7 7.0 0.0
男性・50代 57 14.0 43.9 38.6 31.6 7.0 8.8 33.3 7.0 0.0 10.5 1.8
男性・60代 54 13.0 42.6 46.3 50.0 9.3 35.2 48.1 9.3 3.7 11.1 0.0
男性・70代以上 14 7.1 42.9 35.7 57.1 0.0 42.9 42.9 14.3 0.0 21.4 0.0
女性・20代 13 0.0 61.5 53.8 23.1 15.4 7.7 7.7 0.0 7.7 0.0 0.0
女性・30代 42 11.9 52.4 38.1 42.9 11.9 2.4 26.2 2.4 0.0 7.1 0.0
女性・40代 83 6.0 61.4 34.9 33.7 9.6 15.7 32.5 3.6 2.4 3.6 0.0
女性・50代 67 6.0 49.3 40.3 43.3 9.0 22.4 44.8 0.0 1.5 16.4 0.0
女性・60代 24 0.0 29.2 41.7 33.3 0.0 25.0 45.8 0.0 4.2 8.3 0.0
女性・70代以上 7 0.0 42.9 28.6 28.6 14.3 28.6 57.1 14.3 0.0 14.3 14.3
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年代別

性年代別
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家族友人知人に誘われた、またはオス
スメされたため

その他

コロナで自由な時間が増えたため

（％）
全体　(437)

男女差

スキルアップ、自分磨きのため
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図表3．「これから習い事を始めようと思っている理由をお聞かせください。」
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■子どもの頃に人気の習い事は？ 

 では、子どもの頃はどのような習い事をしていたのでしょ

う？「あなたが、子どもの頃（3 歳～小学 6 年生まで）にしてい

た習い事を教えてください。」を聞きました。（図表 6） 

 子どもの頃の習い事について最も高いのは､「毛筆習字、書

道」(32.9％)でした。次いで「珠算などそろばん教室」(30.7％)､

「ピアノなど鍵盤楽器」(26.1％)､「スイミング」(12.7％)と続きま

す。性別でみると､女性は「ピアノなど鍵盤楽器」の割合が全

体よりも高い値を示していました。 

性年代別でみると､女性 20～40 代は「ピアノなど鍵盤楽

器」､男性 20 代は「スイミング」ですが､30 代は「ピアノなど鍵

盤楽器」が最も高くなっています。男女 70 代以上は「珠算など

そろばん教室」が最も高い結果が出ています。 

 

 では、習い事を始めた理由はどうでしょうか？「子どもの頃（3

歳～小学 6 年生まで）習い事を始めたきっかけを教えてくださ

い。」を聞きました。 

 習っていた方が 1 番多かった「毛筆習字、書道」に関して見て

みます。（図表 7） 最も高いのは､「親に勧められたから始め

た」(49.6％)でした。次いで「自分がやりたかったから始めた」

(18.3％)､「親に強制されて始めた」(12.6％)､「先に習っていた家

族の影響で始めた」(7.0％)と続いていました。 

 

 多くの習い事が「親に勧められたから始めた」が動機となる中

で、「自分がやりたかったから始めた」という回答が多かった習

い事もありました。具体的には、「パソコン」が 51.7％、「バイオリンなど鍵版以外の楽器」が 40.8％、「将棋・囲碁」が

46.4％、となっています。（図表 8） 

スポーツ系では「剣道、空手などの武道系」（33.5％）、「スイミング」（43.0％）、「体操」(36.0％)と「親に勧められたか

ら始めた」きっかけが高く、「野球」(62.7％）、「サッカー」（55.4％）、「ダンス、バレエ」（41.9％）が「自分がやりたかった

から始めた」と回答した割合が高い項目でした。教育系はほとんどの項目が「親に勧められたから始めた」という回

答が高く出ていましたが、一方で「補習のための通信教育」（41.5％）、「英才教育系の通信教育」（47.8％）、「カルチ

ャー系の通信教育」（46.2％）は「自分がやりたかったから始めた」という回答が高い値を示していました。「受験に役

立つもの」「しつけに役立つもの」は親の意向が強く反映される傾向が見てとれます。 

 

■ 世相を反映している野球ｖｓサッカー 

｢子どもの頃の習い事」。この質問で世代差が出た項目を比べてみます。（次項目 図表 9、図表 10） 

｢野球｣のグラフと、「サッカー」のグラフを見比べてみると、だんだん若い層がサッカーに移行している様子が見てとれま

す。しかし、それでも野球人気も一定の比率が残っています。50 代までは少数派だったサッカーが、40 代から増加して、

20 代では野球を抜いてしまっています。「珠算などそろばん教室」と「スイミング」にも同じような関係性が見てとれました。

平成生まれの世代から、習い事に対する考え方が、変わってきている様子がうかがえます。 
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図表6．「あなたが、子どもの頃（3歳～小学6年生まで）にしていた習い
事を教えてください。」
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図表7．「毛筆習字、書道の習い事を始めたきっかけを教えてください。」

（％）
全体　(1314)

男女差

親に勧められたから始めた

自分がやりたかったから始めた

親に強制されて始めた

先に習っていた家族の影響で始めた

周りの友人の多くが習っていたから始め
た

先に習っていた友人の影響で始めた

友人に勧められたから始めた

その他

教師に勧められたから始めた

49.6%

18.3%

12.6%

7.0%

4.9%

3.3%

2.5%

0.5%

1.2%

毛筆習
字、書道

珠算などそ
ろばん教室

ピアノなど
鍵盤楽器 スイミング

補習のた
めの塾、家
庭教師

英会話な
どの語学

小学校、中学
校受験を目的
とする塾、家庭

教師

絵画、造
形 野球 剣道、空手

などの武道 ペン習字 パソコン
バイオリンな
ど鍵盤以外
の楽器

音遊び、リ
ズム遊びの
音楽教室

地域の伝
統芸能

将棋・囲
碁

ダンス、バ
レエ サッカー 体操 その他のス

ポーツ

英才教育
系の塾、家
庭教師

小学校、中学
校受験を目的
とする通信教

育

補習のため
の通信教育

英才教育
系の通信教

育

その他カル
チャー系の通
信教育

49.6 40.5 38.8 43.0 47.3 40.1 44.0 46.2 8.1 33.5 35.2 20.7 25.0 35.6 21.4 25.0 32.4 12.0 36.0 13.1 40.4 40.3 29.8 17.4 23.1

18.3 20.5 34.2 24.6 18.5 27.8 19.8 33.0 62.7 30.2 29.5 51.7 40.8 24.4 39.3 46.4 41.9 55.4 25.3 48.4 28.1 38.9 41.5 47.8 46.2

図表8. 「子供の頃の習い事をした理由のうち、「親に勧められたから」の割合（上行）、「自分がやりたかったから」の割合（下行）。」　(単位 : %)
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図表 9. 世代別の習い事「野球」                図表 10. 世代別の習い事「サッカー」 

 

 

 

 

 

 

 

 

■リーズナブル志向？ 習い事にかけてよい金額は・・ 

では、習い事にかけられる予算はどれくらいなのでしょう。「あなたご自身の習い事にかけてよいと考えている月額予算

を教えてください。」を聞きました。（図表 11） 習い事の許容月額予算について最も高いのは､「無料ならやっても良い」

(45.5％)が約半数で第 1 位。次いで「3,000 円以上～10,000 円未

満」(26.6％)､「1 円以上～3,000 円未満」(21.4％)､「10,000 円以上

～30,000 円未満」(5.3％)と続いています。コロナ流行下での学

びの必要性を感じていつつも、実際にかけられる予算はなるべ

く抑えたいという意識が見てとれます。一方で、5 万円以上

（0.3％）、10 万円以上（0.2％）と、学びに投資する層も少数なが

らいらっしゃいました。価値観の多様化の時代と言われる中で、

あなたはどれくらい学びに投資ができますか？ 

■ 自由回答 習い事した思い出、良かったこと 
最後に、「あなたが習い事に関して思うことや、学んでみて良かったこと、悪かったと思ったことを教えてください。」

を教えていただきました。同じような体験をされている方はいらっしゃるでしょうか？ 

調査機関：株式会社プラネットによる調査企画をもとに、株式会社ネオマーケティングにて「習い事」に関する意識調査を実施。 
期間：2020 年 12 月 2 日～12 月 7 日、インターネットで 4,000 人から回答を得ています。 

株式会社プラネットとは https://www.planet-van.co.jp/  
メーカー、卸売業、小売業がサプライチェーンとして連携し、生活者へのサービス向上を目指して進化を続ける日本の消費財流通を、情報インフラ運営で支え
ている上場企業（証券コード2391）です。 

From プラネットとは https://www.planet-van.co.jp/news/from_planet.html （バックナンバーもご覧になれます） 
株式会社プラネットが発信しているニュースレターです。消費財や暮らしに関する旬なトピックスなどをご紹介しています。 

本件に関するお問い合わせ先 
（感想や取り上げてほしいテーマなどもお寄せください。今リリースに掲載していない結果や属性データもご紹介できます） 

株式会社プラネット 広報部（河合、角田
つ の だ

） 

E-mail : koho-pr@planet-van.co.jp 

●苦手だったことが出来るようになったのは嬉しかった。大人になった今では習字や英語などしておけばまた違っ
たのかなと思ったり。子どもの頃はそんなこと考えられなかったので、習い事をすることは視野を広げる意味でも
大事だなと思った（女性・30代）    
●これまでも資格は社会保険労務士、社会福祉士、ケアマネ、宅地建物取引士、貸金業務主任者、FＰ、 住環境コ
ーディネーター、衛生管理者、障害者雇用管理アドバイザーなど多くの資格を取って総務課長をしていたが、定年
後これらの資格で小遣い稼ぎをしたい。（男性・50代）   
●書道は有段者なので履歴書にかけるし、履歴書を見た面接官にほめられたことがある。塾は、学校の授業より先
行して勉強していたので、実際の学校の勉強は一年くらい前に塾でやっていたことを復習するかたちで学習してお
り、その分、受験勉強に早めに取りかかれた。（女性・40代）  
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   

 

図表11．「あなたご自身の習い事にかけてよいと考えている月額予算を教
えてください。」

無料ならやっても良い

1円以上～3,000円未満

3,000円以上～10,000円未満

10,000円以上～30,000円未満

30,000円以上～50,000円未満

45.5%

21.4%

26.6%

5.3% 0.7%0.3%0.2%

男性・20代

男性・30代

男性・40代

男性・50代

男性・60代

男性・70代以上

11.5%
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14.0%
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